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Ⅰ. 分科会紹介と研究概要
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分科会紹介

4



知識・経験が多様なチーム”ノコロコ”メンバー

リコージャパン株式会社

青木 優太

トランコムITS株式会社

森山 欽司

鈴与システムテクノロジー株式会社

武田 雅美

愛知県経済農業

協同組合連合会

田中 佑治

株式会社メイテツコム

小久保 響子

株式会社アシスト

宮澤 祐平

株式会社アシスト

松尾 成昭

リーダー サブ

リーダー

事務局

窓口
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知識・経験が多様なチーム”ノコロコ”メンバー

楽々FW使ってます

リーダー サブ

リーダー

事務局

窓口
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高速開発ツール

色々使ってます

楽々FW・WF、

ASTERIA Warp使ってます

PMメインで活動中

ノーローコードは

未経験

スクラッチ開発メイン

ノーローコードは

未経験

運用管理ツール担当

ノーローコードは

未経験

前職はPG,今はPM

ノーローコードは

未経験



まずはミッションで想いを1つに

ノーコード／ローコード開発の現状と、各メンバーの知見やこの分科会に対する想いを掛け合わせ
て、当分科会のミッションを以下としました。

「本分科会で研究した内容をガイドラインとしてアウトプットし、

私達と同じようにノーコード／ローコードツール活用に

悩める人達に貢献したい！」
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研究概要
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「ノーコード／ローコードツールのスタートガイド策定」

ツール選定だけでなく開発・運用も含めた勘所をスタートガイドとして

まとめてリリースし、その有用性を検証する

私たちの研究テーマ

事務局からのテーマ

私たちの研究テーマ
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ノーコード／ローコード開発の理解を深めると見えてくる問題点

市場動向の把握
ツールの理解

業務課題を洗い出し
対象業務課題を決定

ノーコード／ローコード
ツール比較

導入が難しい、実用に
コーディングが必要など

初心者には壁

業務課題にどのツールを
選定すべきかわからない

ツールが使えるようになると
属人化や野放しの
問題が発生する

まずはノーコード／ローコード開発についての理解を深めました。

するといくつかの問題点が・・・

10

「野放し」とは・・・

• 組織内のツールの乱立

• 開発したアプリの乱立

• 開発後のブラックボックス化



解決すべき課題と研究テーマの決定

導入が難しい、実用に
コーディングが必要など

初心者には壁

業務課題にどのツールを
選定すべきかわからない

ツールが使えるようになる
と属人化や野放しの
問題が発生する

開発の知見が必要選定の判断材料が必要 運用ノウハウが必要

解決
すべき
課題

抽出した
問題点

これらをふまえ研究テーマを決定
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「ノーコード／ローコードツールのスタートガイド策定」

ツール選定だけでなく開発・運用も含めた勘所をスタートガイドとして

まとめてリリースし、その有用性を検証する



活動実績
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定例会とチーム別活動

• 活動全体の検討、役割分担
• 進捗管理、課題管理

21回の定例会 ＋多くの個別活動
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定例会と個別活動、オンラインと対面を組み合わせてハイブリッドに活動

• リーダー、サブリーダー、
事務局窓口で活動整理や方
向付け

• チームごとにアプリ開発、
スタートガイド作成、アン
ケート調査、発表準備



数字でみる成果

検証したツール

11種

開発したアプリ

11本

ノーコード／ローコード開発スタートガイド

84ページ
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実際にツールに触れてアプリを開発するというリアリティと

多くの人が使えるものをアウトプットすることにこだわった



Ⅱ. ノーコード／ローコード

ツールとは
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ノーコード／

ローコードとは何か
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ノーコード／ローコードの定義

そこで私たちは、ツールの分類ではなく開発スタイルとして定義しました。

プログラミングの機能を利用しない開発：ノーコード開発

プログラミングの機能を利用した開発：ローコード開発
17

現在、各社が自社のツールを独自にノーコードかローコードに分類していますが・・・

実際は、作りこみに

プログラミングも必要・・・

ローコードツールでも

プログラミングしない使い方もできる・・・

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較



歴史と背景
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半世紀前からコーディングを削減する努力がされていた

現在、人手不足により非IT担当者による開発のニーズが高まっている

1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 現在

世界初の

表計算ソフト

マウス利用

前提のソフト

Webページ

作成ソフト

ブログソフト、

Webページ

作成ソフト

業務アプリ構築

サービス、

システム連携用

ソフト

VisiCalc Excel、Wordなど

FrontPageなど WordPress、Wixなど

Kintone、ASTERIAなど

IT人材
不足

DX
推進

市民
開発

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較



ノーコード／ローコードツールと市場

19

人手不足・短期開発・工数削減を背景に市場は右肩上がり

昨今話題のキーワードとして認知度も高まっている

「富士キメラ総研 ソフトウェアビジネス新市場2021年度版－ローコード開発ツール」を参考に分科会にて作成

2020 2021 2022 2023 2024 2025

パッケージ型
SaaS型

1500
社

ローコード開発ツール導入社数の実績と予測は以下の通りです。

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較



まずはノーコード／ローコードツールを触ってみた

ノーコード／ローコード開発経験のないメンバーもいるため、まずは各自でノーコード／ローコー

ドツールを触ってみました。
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8つのツール

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

ビジネスアプリ

モバイルアプリデータ連携

その他業務自動化



例：Glideによる災害情報アプリの開発

アプリ動作イメージ
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市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較



ノーコード／ローコードツールを触ってわかったこと
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利点 考慮事項 4つの観点

SaaS型の場合、会員登録するだけ
で利用開始可能

パッケージ型はインストールに時間がか

かり、なかなか開発に辿り着かない
始めやすさ

多くのツールがドラッグ&ドロッ
プで機能を実装可能

ドラッグ&ドロップは、実装数が多い場

合に時間がかかることも

操作性
学習コスト

パラメータ設定やプログラミング
・API連携で機能追加、拡張可能

特定機能に特化したツールはカスタマイ
ズが限られる

柔軟性

掲示板や日記帳、SNSアプリ等は

ノーコードですぐに構築可能

複雑な業務の実装、デザインの細かい装

飾にはカスタマイズが必要
業務適合性

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

主に4つの観点で違いがあることがわかり、ツールを比較する際の軸に



ノーコード／

ローコードツール

比較
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同一テーマにおけるノーコード／ローコードツール比較
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市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

1つのテーマに対し、異なるツールでアプリを開発してみてその結果を比較

業務
課題

自分たちが抱える業務課題から

対象業務を設定

…
業務
課題

業務
課題

業務
課題

ツール
A

ツール
B

ツール
C

対象とした業務課題について

複数のツールでアプリ開発

対象の業務課題

対象の業務課題



チームメンバーが抱える業務課題の洗い出し

タスク管理に

まつわる課題

タスク管理のためのチェックリストをアプリ化することを決定
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市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較



ノーコード／ローコードツールでの開発結果（Aチーム）
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環境構築、カスタマイズに専門的な知識が必要

複数画面に同じ設定を適用できるため、共通画面は作成しやすい

学習、経済コストが高いため、少人数には不向き

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

約17時間で開発
今回のテーマへの適合度：★☆☆☆☆

開発したアプリの画面



ノーコード／ローコードツールでの開発結果（Bチーム）
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市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

操作はExcelライクであり、また無料トライアルには操作説明

動画が付属しているため、初心者でも始めやすい

複雑な作りこみは難しいが個人や少人数の業務には向いている

約10時間で開発
今回のテーマへの適合度：★★★★★

開発したアプリの画面



ノーコード／ローコードツールでの開発結果（Cチーム）
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市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

サービス連携には一定の知識が必要、機能が多いため

必要な情報を探すスキルも求められる

ブラックボックス化の懸念もあるが少人数での利用に向いている

約23時間で開発
今回のテーマへの適合度：★★★★☆

開発したアプリの画面



ノーコード／ローコードツールの比較

少ない工数で開発可能とはいっても、使うためのハードル、業務との相性などはツールによって異

なることを再確認しました。
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状況に応じて適切なツールを選ぶためのガイドが必要

未経験者がこれらを考慮してツールを選定するのは困難・・・

市場動向
ツール
理解

対象業務
決定

ツール
比較

楽々Framework3 CELF PowerApps等

始めやすさ

操作性
学習コスト

柔軟性

業務適合性 ビジネスアプリ向け 個人・少人数向け 個人レベルも複雑なのも



Ⅲ. ノーコード／ローコード

開発スタートガイドと有用性
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スタートガイド策定
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まずはスタートガイドをお手元に
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スタートガイドはこちら。ここからダウンロードも可能。

スタートガイド－表紙

https://note.com/nocolocoguide/n/nf53c83923c81


想定するスタートガイドの利用者

ノーコード／ローコードツールとは何？
どのツールで何ができるの？運用ってどうすればいいの？

人材ない

時間ない資金ない

33

スタートガイドで、ツールの選定から開発、運用まで様々なポイントを解説

一般的な見解

ノーコード／
ローコードツール
は比較的容易

実際は・・・

専門的な知見を
要することありギャップ



スタートガイドの活用目的と活用方法
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活用目的

システムに精通していない担当者が、

ノーコード／ローコードツールを導入し業務改善ができる

活用方法：各自の悩みに沿って、本書の各省を参照する

スタートガイド－「ガイドラインの活用目的と活用方法」



スタートガイドの記載内容
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項目のリンクをクリックすれば該当のページへ移動可能

スタートガイド－「目次」



スタートガイドの期待される効果

初心者がノーコード／ローコードツールを選定できる
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初心者がノーコード／ローコードツールで開発できる

ノーコード／ローコード開発の野放しを防ぐことができる



スタートガイド紹介 登場人物

名前：ユータ （27）

説明：悩める社員
経験浅め

名前：ユージ （35）

説明：スタートガイド所有
ユータの先輩
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ここからはこの2人の掛け合いとともにスタートガイドの内容と工夫したポイントをご紹介します。

経験の浅いユータ君でも、ノーコードツールの開発や運用をできるようにする！



想定シーン①：困っている後輩
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ユータ

ユージ

DXのプロジェクトで「ノーコードツールを活用しろ！」
といわれたけど、どうしたらいいんだろうか？

ユータ君！どこから手をつけていいかわからないんだね。
これをまず読んでみたらどうかな。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ノーコード／ローコードツールを活用してみようと

後輩が困っているが、教えている時間がない・・・



はじめに対象者や活用シーンを記載

39ユータ

まさに僕のような人のための「スタートガイド」だね。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない



ガイドの各ページの見方

40

スタートガイドの見方のページもあるよ。

ユージ

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない



想定シーン②：ガイドを読むことも難しい？

41

読むのはよいですが、未経験者の僕だとボリュームも多いし難しい
のでは？どこが重要なポイントなのか、わからないのではないですか？

そうだね。でも大丈夫！読みやすくするための工夫もしてあるんだ。
これを見てごらん。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ユージ

ユータ

システム開発未経験者にとって、

このガイドを読むことも難しいのではないか？



全体の順序を表現
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選定や開発などの全体順序があって、詳細の内容を説明しているよ。

ユージ

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない



コラムページ

43

知っておくと便利なことはコラムにしてあるよ

ユージ

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない



想定シーン③：ガイドのどこまでやるべき？

44

業務のどの部分をツールで自動化するかチームで検討してても
きれいに整理できなくて。どうしたらいいんですか？

ツールの適用範囲を決めるのは重要だよね。
でも、やり過ぎても良くないこともあるから曖昧さも必要だよ。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ユージ

ユータ

スタートガイドに記載してあることのどこまでを

やったらよいかわからず、諦めてしまうのではないか？



適用範囲とその考え方を解説

45

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ツールにより適用範囲が変わる場合があるよ

ユージ



押さえておきたい観点は網羅

46

正常なデータ以外もテストしないといけないってことか。
テストの項目で漏れてしまうところだった。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ユータ



想定シーン④：開発したら終わり？

47

ようやく開発してリリースしました！
これでプロジェクトは終了ですね。ありがとうございました。

いやいや、ユータ君。これからも運用保守はおこなっていかないと
いけないよ。スタートガイドにも書いてあるでしょ？

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ユージ

ユータ

システム開発＝ゴールとなり、その後の対応が疎かに・・・



開発後に必要な事柄も列挙

48

障害発生時の対応やライセンス管理、セキュリティ！？
確かにトラブルが起こってからでは遅いですもんね。

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない

ユータ



展開・活用についても記載

49ユージ

自分たちだけでなく他のメンバーにも教えていこうね

ガイドの基本事項 読みやすさの工夫

勘所を知る工夫 開発で終わらない



作成したスタート

ガイドの有用性検証

50



有用性検証の概要

概要 主な確認事項

51

目的
1.作成したスタートガイドの有用性を確認
2.フィードバックからスタートガイドをブラッシュアップ

• 実施概要
• 対象者にスタートガイドを読んでもら
い、アンケート形式で評価

• 対象
• システム開発未経験者中心
• メンバー各自の社内や、取引先など

• 目標有効件数
• 30件

• 回答者の属性
• 業種
• 経験
• ノーコード／ローコードの認知度

• 内容
• スタートガイドの内容の理解度
• 活用への期待度の評価



アンケート回答者

社名 対象者 依頼人数

リコージャパン株式会社 営業部門、IT部門 など 5名

トランコムITS株式会社 総務部門、IT部門 など 5名

鈴与システムテクノロジー株式会社 IT部門だが開発経験無し など 6名

愛知県経済農業協同組合連合会 営業部門 など 10名

株式会社メイテツコム IT部門、常駐先（某放送局）など 8名

株式会社アシスト
広報部門、新事業部門、営業支援部門、製品
技術など

5名

アシスト取引先 某自動車メーカー、製造業、物流業 6名

（アンケート依頼先の内訳）

52

45名の方へ依頼し35名の方から回答



アンケート結果（属性）①

（1）業種はどちらですか（35件の回答）

製造業や流通業、金融業などの非IT系

Slerやシステム開発会社、システム子会社などIT系

放送業

メディア

（2）所属部門はどちらですか（35件の回答）

営業部門や人事部門など非IT系部門

情報システム部などIT部門

デジタルメディア運用とソリューション開発

イベント事業

新商材・サービス開発

生産技術部門

製品開発部門
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回答者のうち半数近く、システム開発と関係性が低い



アンケート結果（属性）①

（3）ノーコード／ローコードツールを知って
いますか（35件の回答）

まったく知らない

どういったものかは知っている

それらツールを見たことがある。触ったことがある

それらツールを日常的に見ている。触っている

（4）ノーコード／ローコードツールでの開発を
したことがありますか（35件の回答）

まったく開発をしたことがない

開発をしようとしたが挫折した

数回、開発をしたことがある

日常的に開発をしている
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ノーコード／ローコードツールの認知度は8割以上、しかし開発未経験が約6割



アンケート結果（属性）②

（1）使用経験のあるビジネスアプリ開発ツール
（市場シェア上位） （複数選択可）

（2）使用経験のあるビジネスアプリ開発ツール
（その他） （複数選択可）

（3）使用経験のあるモバイルアプリ開発ツール
（複数選択可）

（4）使用経験のある業務自動化ツール
（複数選択可）

5人 16人

8人3人
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ノーコード／ローコードツールを使用したことがある回答者は半数にも満たない



アンケート結果（属性）③

（1）どんなアプリを開発したか（経験者のみ）
（複数選択可）

（2）開発途中で挫折した理由（経験者のみ）
（複数選択可）
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選定や開発、運用それぞれで迷い挫折している



アンケート結果（内容理解）

（1）「ガイドラインの目的」の内容は理解できま
したか？

（2）「選定」の内容は理解できましたか？

（3）「開発」の内容は理解できましたか？ （4）「運用・展開」の内容は理解できましたか？
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内容の理解度は非常に高い



アンケート結果（活用できそうか）

（1）「選定」の内容は活用できそうですか？ （2）「開発」の内容は活用できそうですか？

（3）「運用・展開」の内容は活用できそうですか？
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活用見込みは、低評価が1割～2割ほど



回答者からのコメント

• サンプルの記載もありわかりやすかった。

• 業務整理は重要でその部分のプロセスが記

載されていて参考になった。

• キーとなる工程が整理されており、システ

ム開発で検討するポイントを知る機会とな

った。

• ローコードまで考えると必要だと思うが、

ノーコードをやりたい人には内容が重たい。

• 準備ややることが多く、「やることが変わっ

ただけで忙しさは変わらないのではないか？

」という気持ちになりそう。

• 理解できたが、どんなことができるのかとい

ったところまで想像がつかない。
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内容の網羅性は評価が高い。一方、内容が重たくなりハードルが高い印象

高評価、ポジティブなコメント ご意見、ご指摘いただいたポイント



アンケート結果からの改善
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（初版） （1.1版、1.2版）

アンケートでのご意見もふまえ、60項目以上の改善を実施

文字を減らして

読みやすく、

イラストを入れて

わかりやすく

・・等



研究結果
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研究結果まとめ

私たちは当初から意思決定手法のOODAループを意識して活動を進めて参りました。
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Observe

観察

Orient

情勢適応

Decide

意思決定

Act

行動

市場動向
調査 8つのツールを触ってみた

研究テ
ーマを
決定

「観察」「情勢適応」から問題点を抽出して課題を設定

課題を解決する仮説を、研究テーマとして「決定」

1つの
業務で

ツール比較 3チームで比較してみた

仮説
「ノーコード／ローコードツールのスタートガイド策定」

ツール選定だけでなく開発・運用も含めた勘所をスタートガイドとして

まとめてリリースし、その有用性を検証する

選定 開発 運用課題：

問題点：難しい・野放し



研究結果まとめ

システム開発の基本事項に分科会での開発時の気づきを
加えてスタートガイド作成し、アンケート実施

検証結果（アンケート結果）
分析
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「行動」ステップの中でも再度OODAループで進めました。

スタートガイドは、未経験者の「選定」と「開発」の手助けとなり

また「野放し」に対しても一定の道標を示すことができた

Observe

観察

Orient

情勢適応

Decide

意思決定

Act

行動

Obse

rve

Orie

nt

Deci

de

Act スタートガイドの改良

改良ポイントの決定 60項目の改良



Ⅳ. 総括
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総括
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総括

OODAループ（見る、わかる、決める、動く）をベースに、自分たちで実際に開発を行ったこと
は、スタートガイドにおいてリアリティを埋め込むことができたと考えています。
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仮説の立証

メンバの多様性を活かした議論

OODAループを経てリアリティのあるガイドを作成

スタートガイドが有用であると評価いただいたことで、ガイドによって未経験者であってもノー
コード／ローコード開発ができるだろう、という仮説を立証できたと考えています。

メンバーの立場や開発経験、知識のばらつきがあったからこそ、どこまで記載すべきか、どういっ
た用語にすべきかの議論ができ、結果とし読み手にとってわかりやすいガイドができました。



メンバ所感

青木

森山

武田

小久保
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この活動で得た教訓は今後PJを進めていく上で活かせるものが
多く、非常にありがたい経験をさせていただいたなと感じております。

今回作成したスタートアップガイドは、ノーコード／ローコード開発

に十分活用できると思います。

ガイドの表現方法や内容の精査には苦労しましたが、最終的にはメンバ

ーの想いが一致した良い活動ができたと思います。

メンバーの皆さんと時にぶつかりながらも活動し、最後まで悩みぬいた

だけあって満足のいくものが出来たと思います。



メンバー所感

宮澤

田中

松尾
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ミッションの思いをメンバー間で共有でき、気持ちを途切れさ

せず活動できたのが良かったと思います。

どのようなポイントを押さえ、開発を進めていけば良いのか?「本当に活

用できる、嬉しいシステム」の実現にガイドを活用いただけると

幸甚です。

ガイドを作って終わりではなく分科会から外へ出て声を集めその有用

性を確かめるところまでこだわることができたこのチーム最高です。



展望
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そして、スタートガイドの今

スタートガイドを策定しその有用性も検証しましたが、検証に協力いただいた皆さんの声をふまえ
ると、もっと良いものしたいとの想いが芽生え・・・

実はその後もスタートガイドの改訂を続けました。

2022年11月 12月中旬 12月末

有用性

検証

実施

初版（1.0版） 改訂版（1.1版） 改訂版（1.2版）

2023年2月現在

ソ研

事務局

提出
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やまない私たちの想い

加えて、当初掲げた私たちのミッションの実現に向けて、以下も進めつつあります。

スタート

ガイド

ウェブ公開

所属企業で

スタート

ガイド

勉強会

スタート

ガイド

説明動画

社内公開

本分科会で研究した内容をガイドラインとしてアウトプットし、

私達と同じようにノーコード／ローコードツール活用に悩める人達に貢献したい！
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ご清聴ありがとうございました
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チーム・ノコロコ


